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千歳市週休２日工事実施要領

令和７年３月 25 日市長決裁

１．目的

建設業においては、担い手不足が懸念され、若手の技術者や技能労働者の確保・育成を中心とした将

来の担い手確保が重要な課題であり、若年技術者等の入職促進策として、建設現場における「週休２

日」の確保などによる働き方改革の実現が求められている。

また、労働基準法の改定（平成 31年４月施行）により、建設業において令和６年４月より罰則付時

間外労働規制が適用となり、働き方改革として週休２日の確保が重要な課題となっている。

この要領は、千歳市が発注する工事現場における「週休２日」を確保していくに当たり、週休２日

による施工の実施方法、提出資料、その他必要な事項について定めるものである。

２．用語の定義

(1) 土木工事

道路、橋、河川、公園、下水道などのインフラ整備を目的とした工事。具体的には、道路の新設

や改築、橋梁の耐震化や修繕、河川の浚渫（しゅんせつ）、公園の造成や更新等が該当する。

(2) 営繕工事

      主に建築物の新築や増築、改修及び修繕などを目的とした工事。具体的には、公共施設や学校、

庁舎などの建築物の新築や増築、耐震化、内装や外装の改修、屋根の修理、塗装の塗り替え、設備

機器や電気設備の更新等が該当する。

(3) 週休２日工事【現場閉所（現場休息）】

【月単位】の週休２日とは、対象期間において、全ての月毎で土日・祝日に関わらず、４週８休

以上の現場閉所（現場休息）を行うことをいう。

【通期】の週休２日とは、対象期間において、土日・祝日に関わらず、４週８休以上の現場閉所

（現場休息）を行うことをいう。

(4)  週休２日工事【交替制】

【月単位】の週休２日交替制とは、対象期間において、全ての月毎に土日・祝日に関わらず技術

者及び技能労働者などが交替しながら４週８休以上の休日確保を行うことをいう。

【通期】の週休２日交替制とは、対象期間において、土日・祝日に関わらず技術者及び技能労働

者などが交替しながら４週８休以上の休日確保を行うことをいう。

(5) 対象期間

契約期間内において、工事着手日から工事完成日までの期間をいう。

なお、夏季休暇３日間及び年末年始６日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時

中止している期間のほか、発注者があらかじめ対象外としている内容に該当する期間（受注者の責

によらず現場作業を余儀なくされる期間など）は対象期間に含まない。

(6) 現場閉所

巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、現場事務所での事務作

業も含めて１日を通して現場作業を行っていない状態をいう。
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(7)  現場休息

   分離発注工事又は分割発注工事（以下「分離・分割発注した工事」という。）の場合に、各発注工

事単位で、１日を通して、現場事務所での事務作業を含む一切の現場作業がない状態をいう。

       なお、分離・分割発注した工事においては、受注者間で調整の上、現場閉所日を設定することが

望ましいが、工程上必要な場合など、工事毎に現場休息日を設定することを妨げるものではない。

(8)  工事着手日

実際の工事のための現場における準備作業（現場事務所や仮設資材の搬入、仮設工事の開始等の

現場で作業を開始した日、測量等）に着手する日をいう。

(9) 工事完成日

工事完成日とは、後片付け作業（現場事務所や保安施設、仮設資材の撤去、後片付けや清掃、出

来形測量）が全て終了した日をいう。

(10) ４週８休以上【現場閉所（現場休息）】

【月単位】の４週８休以上とは、対象期間内の全ての月毎の現場閉所日数の割合（以下、「現場閉

所率」という。）が 28.5％（８日/28 日）以上の水準に達する状態をいう。ただし、暦上の土曜日・

日曜日の閉所では 28.5％に満たない月は、その月の土曜日・日曜日の合計日数以上の閉所を行って

いる場合に、４週８休（28.5％）以上を達成しているものと見なす。

【通期】の４週８休以上とは、対象期間内の現場閉所率が 28.5％（８日/28 日）以上の水準に達

する状態をいう。

また、降雨、降雪、猛暑等による予定外の閉所日についても、現場閉所日数に含めるものとする。

(11) ４週８休以上【交替制】

【月単位】の４週８休以上（交替制）とは、対象期間内の全ての月において現場に従事した技術

者及び技能労働者などの平均休日日数の割合（以下、「休日率」という。）が、28.5％（８日/28 日）

以上となる休日確保を行ったと認められる状態をいう。

【通期】の４週８休以上（交替制）とは、対象期間内において現場に従事した技術者及び技能労

働者などの休日率が 28.5％（８日/28 日）以上となる休日確保を行ったと認められる状態をいう。

３．対象工事

対象工事は、次の（1）（2）いずれかを基本とする。

ただし、緊急に対応することが必要な工事、施工時期又は工期末に制限のある工事、工期に占める工

場等での製作過程に要する日数の割合が高い工事、その他施設の状況等により対応が困難な工事など、

週休２日による施工の実施に適さない工事は除くものとする。

また、週休２日による工期設定とは、準備・後片付け期間や不稼働日（休日、 降雨・降雪日・猛暑 、

その他の要因による作業不能日）を適正に見込んだものとする。

(1) 週休２日工事【現場閉所（現場休息）】

現場閉所が可能な全ての工事を対象とする。

(2) 週休２日工事【交替制】 ※営繕工事を除く

社会的要請や時間的な制約などにより現場閉所を行うことが困難な工事（災害復旧工事等）につ

いては、交替制により休日の確保を推進する。
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４．発注方法

受注者が、工事着手前に、発注者に対して月単位の週休２日に取り組む旨を協議したうえで取り組

む、受注者希望型での発注とする。

なお、月単位の週休２日を希望しない場合においても、通期の週休２日による施工を行うこと。

５．補正方法

当初予定価格から月単位の４週８休を前提とした経費の積算を行い、現場閉所の達成状況の結果、月

単位の４週８休に満たない場合は履行状況に応じて減額の設計変更を行う。

６．実施における留意事項

(1) 週休２日の確保の取組は、将来の担い手確保、入職しやすい環境づくりを目指すものであること

から、週休２日による施工の実施にあたってはその趣旨に沿うよう努めるものとする。

(2) 工事の実施にあたっては、別紙１のとおりとし、入札公告文及び特記仕様書に当該工事が週休２

日工事である旨を記載しなければならない。記載例は別紙２のとおりとする。

(3) 受注者は、計画的な休日の取得に努めるものとするが、現場の進捗状況等から降雨・降雪・猛暑

日等による予定外の休工日を現場閉所日及び休日とすることも可とする。

(4) 受注者は、地元対応やコンクリート打設後の養生期間、緊急対応など、やむを得ない場合は、工

事監督員と協議のうえ、振替休日等により休日を取得することを可とする。

なお、現場閉所日に現場内の安全確認等が必要な場合は、最低限の人員により対応することとす

る。

(5)  発注者は、週休２日による施工が適切に実施されているか、必要に応じて受注者への聞き取りや、

受注者からの関係書類（日報、出勤簿、作業日誌、安全日誌等）や休日等取得実績調書等の提示に

より確認を行うものとする。

(6) 交替制において、待機日など実際の作業はなくても、現場に戻りうる体制を確保している日は、

休日とはしない。ただし、連絡体制のみ確保しており、休日作業が発生しなかった場合は、休日と

できる。

(7) 交替制において、休日中に作業が必要となる場合、現場代理人（主任技術者（又は監理技術者））

は、以下のいずれによって適切な施工ができる体制を確保することとする。

・現場代理人もしくは以下の①②いずれかの者が発注者との連絡体制が確保されていること

① 主任技術者（又は監理技術者）（現場代理人と兼務していない場合）

② 必要な資格を有する代理の技術者

例）入札条件となった主任技術者（又は監理技術者）相当の基準を満たす者

１．一（二）級土木施工管理技士又は、これと同等以上の資格を有する者

２．同種条件における工事の実績を有する者

※共同企業体の場合は、構成員のいずれか１社より配置することも可とする。

(8) 交替制において、一時的に従事した技術者及び技能労働者などは確認対象外とする。

   一時的に従事した技術者及び技能労働者などとは、休日を除いた連続勤務１週（７日）以下の従

事者をいう。ただし、連続勤務１週（７日）以下であっても一定期間内で雇用（下請契約）してい
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るなど、断続的であっても従事している技術者及び技能労働者などについては、対象工事以外を含

めた期間中の勤務状況を確認するものとする。その場合については、対象工事で作業従事した開始

日より１週（７日）毎を確認対象期間とする。

（9） 発注者は、災害対応等の緊急時を除き、休日の前日などに休日の作業が発生するような指示等は

行わないこととする。

（10） 契約後の協議により通期の週休２日を希望した場合は、月単位の４週８休以上を達成していたと

しても通期の経費補正となる。

（11） 週休２日については、土日を休日とする４週８休以上の現場閉所または、技術者及び技能労働者

などが交替しながら４週８休以上の休日を確保するものであり、その実施に努めなければならない。

７．その他

(1) 受注者は、週休２日工事の検証を行うためのアンケート調査に協力するものとする。

(2) この要領に定めのない事項については、必要に応じて受発注者の協議により定めるものとする。

附則

この要領は、令和７年４月１日以降に告示される工事から適用する。



工事実施フロー 別紙 １

（別紙２を参照）

【 月 単 位 】の週休２日を希望 【 通 期 】の週休２日を希望

●週休２日工事【現場閉所】　受注者は、週休２日の
計画工程表を施工計画書に添付して、施工協議簿・
休日等取得実績調書とともに工事監督員へ提出す
る。工事監督員は計画工程表の休日等取得実績う調
書の妥当性を確認する。（別紙４を参照）

●週休２日工事【交替制】　※営繕工事を除く
受注者は、技術者労働者などの休日確保状況を証明
する方法を具体的に明示した施工計画書を施工協議
書とともに発注者へ提出する。工事監督員は、休日等
取得実績調書の妥当性を確認する。（別紙４を参照）

●工事監督員は、休日が適切に取得されているか、
必要に応じて受注者への聞き取りや、受注者からの
関係書類の提示により確認を行う。
●週休２日を確保しつつ、天候の不良、関連工事へ
の調整の協力等、受注者の責めに帰することができな
い事由により工期を延長する必要が生じた場合は、受
注者は工事監督員へ工期延長についての協議を行う
ものとする。
●受注者は、現場の閉所状況が確定した際、関係書
類を添付した施工協議簿・休日等取得実績調書によ
り、現場の閉所状況を工事監督員に報告する。（別紙
５を参照）
●受注者は、技術者や技能労働者などの休日状況が
確定した際、関係書類を添付した施工協議書により、
技術者や技能労働者などの休日状況を工事監督員
に報告する。（別紙５を参照）
●工事監督員は、現場閉所の月単位の達成状況を
確認するとともに、その達成状況い応じ、設計変更が
必要な場合は請負代金額のうち補正分について変更
を行う。（別紙６・７を参照）

　

※確認・報告の方法及び資料については、月単位と
同様とする。
①通期の週休２日による施工を確認する。
②通期の週休２日による施工が確認できない場合、受
注者は理由を協議簿で提出する。
●工事監督員は、現場閉所の通期の達成状況（交替
制は休日の取得状況）を確認するとともに、その達成
状況に応じ、設計変更が必要な場合は請負代金額の
うち補正分について変更を行う。

工事施工中

工事完了後

●工事完了後、受注者を対象としたアンケート調査に協力するものとする。
●工事監督員は、週休２日による施工の実施が確認できた場合、施工成績評定において評価する。（別紙９を参
照）

※提出方法・資料については、月単位と同様とする。
●受注者は、週休２日の計画工程表を施工計画書に
添付して、施工協議簿・休日等取得実績調書とともに
工事監督員へ提出する。
●工事監督員は、休日等取得実績調書の妥当性を
確認する。

 発 注 時

週休２日工事を選定後、入札公告文や特記仕様書等に当該工事が週休２日工事である旨を記載する。

契 約 後
契約後、受注者は、月単位又は通期の週休２日による施工の取組意思等を記載した施工協議簿を工事監督員へ
提出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙３を参照）

協　議

施工計画書提出時
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１ 入札公告等の記載例

〇 入札の公告

「１ 入札対象工事」に以下を記載する。

「番号 その他」に以下を記載する。

（番号）本工事は、契約後、月単位又は通期の週休２日工事に取り組む旨を受注者と発注者で協議し、

週休２日工事に取り組むものとする。なお、月単位の週休２日が達成できない場合においても通

期の週休２日により施工を行うこと。

〇 指名競争入札の場合

指名通知に以下の別記を添付する。

別記

週休２日工事に係る指名競争入札について

  本工事は、「週休２日工事」の対象工事であるため、次の事項を承認のうえ、競争

入札に参加してください。

１．受注者は契約後、月単位又は通期の週休２日工事に取り組む旨を発注者と協議

し、週休２日工事に取り組むものとする。なお、月単位の週休２日が達成できない場合において

も通期の週休２日による施工を行うこと。

２．実施方法等は特記仕様書によるものとする。

２ 特記仕様書の記載例
特記仕様書に以下事項を記載すること。

【 土木 】

〇 週休２日工事【現場閉所】の実施について

１．本工事は、「週休２日工事」の対象工事である。

２. 受注者が月単位の週休２日の施工を行う希望がある場合、工事着手前に発注者に対して月単位

の週休２日に取り組む旨の協議を行い、協議が整った場合に月単位の週休２日での施工を行う工

事である。なお、月単位の週休２日が達成できない場合においても通期の週休２日による施工を

行うこと。

３．月単位の週休２日とは、対象期間の全ての月毎で土日・祝日に関わらず、４週８休以上の現場

閉所を行ったと認められる状況を言う。

通期の週休２日とは、対象期間において、土日・祝日に関わらず、４週８休以上の現場閉所を

行うことをいう。

対象期間は、契約期間内において工事着手日から工事完成日までの期間をいう。

別紙 ２
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なお、夏季休暇３日間及び年末年始６日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一

時中止している期間、発注者があらかじめ対象外としている内容に該当する期間、受注者の責に

よらず現場作業を余儀なくされる期間などは対象期間に含まない。工事契約後、週休２日対象期

間としていた期間において、受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間が生じる場合

は、受発注者間で協議して現場閉所による週休２日の対象外とする作業と期間を決定するものと

する。

４．現場閉所とは、巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、現場

が閉所された状態をいう。なお、降雨、降雪などによる予定外の現場閉所日についても現場閉所

日に含めるものとする。

５．月単位の４週８休以上とは、対象期間内の全ての月毎に現場閉所日数の割合（以下、「現場閉

所率」が 28.5％（８日/28 日）以上の水準に達する状態をいう。ただし、暦上の土曜日・日曜日

の閉所では 28.5％に満たない月は、その月の土曜日・日曜日の合計日数以上に閉所を行っている

場合に、４週８休（28.5％）以上を達成しているものとみなす。

通期の４週８休以上とは、対象期間内の現場閉所率が、28.5％（８日/28 日）以上の水準の状態

をいう。

６．週休２日の確保の取組は、将来の担い手確保、入職しやすい環境づくりを目指すものであるこ

とから、週休２日による施工を実施する受注者は、その趣旨に沿った休日の取得に努めるものと

する。

７．週休２日の実施の確認方法は、次によるものとする。

1) 受注者は、週休２日の計画工程表を施工計画書に添付し、施工協議簿・休日等取得実績調書と

ともに発注者へ提出する。

2) 受注者は、実施結果に関する関係書類（日報、出勤簿、作業日誌、安全日誌等）を添付した施

工協議簿・休日等取得実績調書により発注者へ報告する。

８．週休２日の実施状況について、発注者が必要に応じて聞き取り等の確認を行う場合には、受注

者は協力するものとする。

９．現場の閉所状況に応じて、以下の補正係数を、労務費、機械経費（賃料）、共通仮設費率、現

場管理費率に乗じる。市場単価方式についても、現場の閉所状況に応じて補正係数を乗じるもの

とする。ただし、土木工事標準積算基準書（共通編）第Ⅵ編土木工事標準単価及び市場単価に掲

載されている工種のみ補正対象とする。

なお、その他労務費分が明らかとなっていない単価等については、補正の対象としない。

1) 現場の閉所状況

上記５に示した現場の閉所状況を達成した場合。

2) 補正方法

当初予定価格から月単位における４週８休以上を達成した場合の補正係数を各経費に乗じてい

る。なお、現場閉所の達成状況を確認後、下記のとおり、月単位の４週８休に満たないものは、通

期の４週８休以上に、また、通期の４週８休に満たないものについては、補正係数を除したものに

変更する。
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【補正係数】

〇４週８休以上（月単位）

・労務費       １.０４

・機械経費（賃料）  １.０２

    ・共通仮設費率    １.０３

       ・現場管理費率    １.０５

〇４週８休以上（通期）

     ・労務費       １.０２

    ・機械経費（賃料）  １.０２

     ・共通仮設費率    １.０２

    ・現場管理費率    １.０３

〇４週８休に満たないもの（通期）

  ・労務費       １.００

  ・機械経費（賃料）  １.００

  ・共通仮設費率    １.００

  ・現場管理費率    １.００

10．「週休２日工事」について、受注者を対象としたアンケート調査に協力するものとする。

11．週休２日の休日等取得実績調書等を提出後、当該工事の全体工期については、影響はないもの

の、一部の施工内容・箇所に変更があり、工期内での期限を設ける必要がある場合は、対象期間

外とできる場合があるので、受発注者間協議を行うこと。

〇 週休２日工事【交替制】の実施について

１．本工事は、「週休２日工事」の対象である。

２．受注者が月単位の週休２日の施工を行う希望がある場合、工事着手前に発注者に対して月単位

の週休２日に取り組む旨の協議を行い、協議が整った場合に月単位の週休２日での施工を行う工

事である。なお、月単位の週休２日が達成できない場合においても通期の週休２日による施工を

行うこと。

３．月単位の週休２日（交替制）とは、対象期間において、現場に従事した技術者や技能労働者など

が交替しながら全ての月毎で平均休日日数の割合（以下、「休日率」という。）が、28.5％（８日

/28 日）以上の水準に達する状態をいう。

通期の週休２日（交替制）とは、対象期間において、現場に従事した技術者や技能労働者などの

休日率が 28.5％（８日/28 日）以上の水準に達する状態をいう。

４．対象期間は、契約期間内において工事着手日から工事完成日までの期間をいう。なお、受注者

の責によらず交替制による週休２日の実施が困難な期間は含まない。

５．週休２日の確保の取組は、将来の担い手確保、入職しやすい環境づくりを目指すものであるこ

とから、週休２日による施工を実施する受注者は、その趣旨に沿った休日の取得に努めるものと

する。

６．週休２日の実施の確認方法は、次によるものとする。
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1) 受注者は、技術者及び技能労働者などの休日確保状況を証明する方法を具体的に明示した施  

工計画書を発注者へ提出する。

2) 受注者は、実施結果に関する関係書類（日報、出勤簿、作業日誌、安全日誌等）を添付した

施工協議簿・休日等取得実績調書により発注者へ報告する。

７．週休２日の実施状況について、発注者が必要に応じて聞き取り等の確認を行う場合には、受注

者は協力するものとする。

８．対象期間内に現場に従事した技術者及び技能労働者などの休日率に応じて、以下の補正係数を

労務費、現場管理費に乗じる。なお、労務費分が明らかとなっていない市場単価等については、

補正の対象としない。

1) 技術者及び技能労働者などの休日率の状況

４週８休以上  

休日率が 28.5％（８日/28 日）以上の場合

2) 補正方法

当初予定価格から通期の４週８休以上を達成した場合の補正係数を各経費に乗じている。な

お、休日率の達成状況を確認後、下記のとおり、月単位の４週８休に満たないものは、通期の４

週８休以上に、また、通期の４週８休に満たないものについては、補正係数を除したものに変更

する。

【補正係数】

〇４週８休以上（月単位）

・労務費       １.０４

・現場管理費率    １.０３

〇４週８休以上（通期）

・労務費       １.０２

・現場管理費率    １.０１

    〇４週８休に満たないもの（通期）

     ・労務費       １.００

     ・現場管理費率    １.００

９．「週休２日工事」について、受注者を対象としたアンケート調査に協力するものとする。

10．週休２日の実施計画書提出後、当該工事の全体工期については、影響はないものの、一部の施

工内容・箇所に変更があり、工期内での期限を設ける必要がある場合は、対象期間外と出来る場

合があるので、受発注者間協議を行うこと。

【 営繕 】

１．本工事は、週休２日工事の対象であり、「千歳市週休２日工事実施要領」に従い実施する。

２．受注者は、月単位の週休２日の取組の希望の有無を工事着手前に工事監督員に工事打合せ記録

簿等で報告するものとする。

３．予定価格は、月単位の４週８休以上を前提に、補正係数 1.04 により労務費を補正して工事費
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を積算して作成する。

４．現場閉所（現場休息）の達成状況が月単位の４週８休に満たない場合は補正係数を 1.02 に変

更し、通期の４週８休に満たない場合は補正係数を除し、請負代金額のうち労務費補正分を減額

変更する。

５．用語の定義については、実施要領を確認すること。

６．現場閉所（現場休息）の確認は、次により行うものとする。

ア．工事着手前

・ 受注者は、現場における準備作業（現場事務所や仮設資材の搬入・設置等）に着手する日及

び後片づけ作業（現場事務所や仮設資材の撤去・搬出等）を終える日、工場製作のみを実施す

る期間などで対象外とする期間について、工事監督員に確認のうえ予定を決定し、対象期間を

設定する。

・ 分離・分割発注した工事の受注者は、受注者間で協力し、工事の進捗に影響が出ないよう調

整したうえで現場閉所（現場休息）の予定日を決定する。

・ 受注者は、現場閉所（現場休息）の予定日を明示した計画工程表（任意様式とし、他の書類

と兼ねることができる。）を工事監督員に提出する。

イ．工事着手後

・ 工事監督員は、適宜、対象期間内の現場閉所（現場休息）の状況を確認する。

・ 工事監督員は、現場閉所（現場休息）の状況の確認に当たっては、新たな書類作成等により

事務負担が増大しないよう留意し、既存の書類の活用に努める。

７．受注者を対象としたアンケート調査の協力依頼があった場合には、これに協力するものとす

る。



□指示、□承諾、☑協議、□提出、□報告、□通知書 （第　　　回）

工種、細目等

□指示、□承諾 週休２日工事について協議します。

☑協議、□提出 例１)

□報告、□通知 当工事において、月単位の週休２日による施工を希望します。
事             項 例２)

当工事において、通期の週休２日による施工を希望します。
図面　全　　　　　葉

【工事監督員】  令和　　　年　　月　　日
 上記事項について　□指示、□承諾、□協議、□通知、☑受理　　　する。

　　　☑特記事項
例１）
了解しました。
月単位の週休２日による施工を実施してください。
また、月単位の週休２日の計画工程表を施工計画書に添付して、施工協議簿・
休日等取得実績調書とともに提出願います。

例２）
 了解しました。
通期の週休２日による施工を実施してください。
なお、当初計上していた月単位の４週８休の経費補正については、履行状況に応じて
設計変更を行います。
また、通期の週休２日の計画工程表を施工計画書に添付して、施工協議簿・
休日等取得実績調書とともに提出願います。

■工事内容の変更の対象と ☑しない　例１）の場合

☑する。　ただし、詳細については別途指示する。　例２）の場合

【受　注　者】 　令和　　　年　　月　　日
上記事項について 　　　　☑了解しました。　　　□承諾願います。

　　　　□協議、□提出、　　 □報告します。
　　　□特記事項

係長 監　督　員 係 監理技術者 主任技術者

（主  旨）
本様式は、工事に必要な指示、承諾、協議等を迅速かつ的確に行うためのものである。

（作成上の注意）
１　該当する□内にレを記入すること。
２　確認欄には、押印又はボールペンでサインすること。

課長 現場代理人

確認欄

工　事　施　工　協　議　簿

工  事  名

添付資料名

別紙 ３

記 載 例 （土木）

【 契約後打合せ時 】



［　指示　・　承諾　・　協議　・　確認　］

　

記　載　者

例１）
了解しました。
月単位の週休２日による施工を実施してください。
また、月単位の週休２日の計画工程表を施工計画書に添付して、施工協議簿・
休日等取得実績調書とともに提出願います。

例２）
 了解しました。
通期の週休２日による施工を実施してください。
なお、当初計上していた月単位の４週８休の経費補正については、履行状況に応じて
設計変更を行います。
また、通期の週休２日の計画工程表を施工計画書に添付して、施工協議簿・
休日等取得実績調書とともに提出願います。

 №

発注者

工事名

受託者

協議年月日 令和6年6月8日

週休２日工事について協議します。

工　　事　　施　　工　　協　　議　　簿

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

協
　
　
　
議
　
　
　
事
　
　
　
項

現場代理人

例１） 

監督員職氏名

現場代理人氏名

例２） 
当工事において、通期の週休２日による施工を希望します。

当工事において、月単位の週休２日による施工を希望します。

協議簿最終取交し日 令 和 年 月 日 協議簿通し番号

合
　
　
　
意
　
　
　
事
　
　
　
項

監督員

　課　名

記 載 例 （営繕）

【 契約後打合せ時 】

別紙 ３



□指示、□承諾、□協議、☑提出、□報告、□通知書 （第　　　回）

工種、細目等

□指示、□承諾 週休２日の計画工程表を提出します。

□協議、☑提出 施工計画時における週休２日確保の確認資料として、休日等

□報告、□通知 取得実績調書を提出します。

事             項

図面　全　　　　　葉
【工事監督員】  令和　　　年　　月　　日

 上記事項について　□指示、□承諾、□協議、□通知、☑受理　　　する。
　　　☑特記事項
例１）
提出資料により、月単位の週休２日が確保されていることを確認しました。
また、計画工程表の内容が適正（妥当）ですので、この工程に沿って工事
を進めてください。
なお、施工中に工程変更が必要となった場合は、別途協議します。

例２）
提出資料により、通期の週休２日が確保されていることを確認しました。
また、計画工程表の内容が適正（妥当）ですので、この工程に沿って工事
を進めてください。
なお、施工中に工程変更が必要となった場合は、別途協議します。

■工事内容の変更の対象と ☑しない
□する。　ただし、詳細については別途指示する。　

【受　注　者】 　令和　　　年　　月　　日
上記事項について 　　　　☑了解しました。　　　□承諾願います。

　　　　□協議、□提出、　　 □報告します。
□特記事項

係長 監　督　員 係 監理技術者 主任技術者

（主  旨）
本様式は、工事に必要な指示、承諾、協議等を迅速かつ的確に行うためのものである。

（作成上の注意）
１　該当する□内にレを記入すること。
２　確認欄には、押印又はボールペンでサインすること。

工　事　施　工　協　議　簿

工  事  名

確認欄

課長 現場代理人

添付資料名

別紙 ４

記 載 例 （土木）

【 計画工程表受理時】



［　指示　・　承諾　・　協議　・　確認　］

　

記　載　者

 №

工　　事　　施　　工　　協　　議　　簿

発注者 　課　名

工事名 監督員職氏名

受託者 現場代理人氏名

協議年月日 令和6年6月8日

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

協
　
　
　
議
　
　
　
事
　
　
　
項

現場代理人

週休２日の計画工程表を提出します。
施工計画時における週休２日確保の確認資料として、休日等
取得実績調書を提出します。

合
　
　
　
意
　
　
　
事
　
　
　
項

監督員

例１）
提出資料により、月単位の週休２日が確保されていることを確認しました。
また、計画工程表の内容が適正（妥当）ですので、この工程に沿って工事
を進めてください。
なお、施工中に工程変更が必要となった場合は、別途協議します。

例２）
提出資料により、通期の週休２日が確保されていることを確認しました。
また、計画工程表の内容が適正（妥当）ですので、この工程に沿って工事
を進めてください。
なお、施工中に工程変更が必要となった場合は、別途協議します。

協議簿最終取交し日 令 和 年 月 日 協議簿通し番号

別紙 ４

記 載 例 （営繕）

【 計画工程表受理時】



休日等取得実績調書
契約工期 対象期間

～ ～

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
計画
実施

曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
計画 ■
実施

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
計画 休 休 休 休 休 ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■
実施

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ 休 ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ 休
実施

曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
計画 ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休
実施

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 夏 夏 夏 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
計画 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 ■
実施

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
計画 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■
実施

曜日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
計画 ■ ■ ■ 休 ■ 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 休 ■ ■ 休
実施

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
計画 休 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ 休 休 ■ ■ 休
実施

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 年 年 年
計画 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休
実施

曜日 年 年 年 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 年 金 土
計画 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 休 ■
実施

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
計画
実施

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
計画
実施

〔凡例〕　■：作業日　休：休工日　（空白）：対象外期間

計画時チェック

現場閉所率（％） ＝ 現場閉所日数/週休2日確認対象期間

＝

＝

週休２日達成判定 ＝

実施時チェック

現場閉所率（％） ＝ 現場閉所日数/週休2日確認対象期間

＝

＝

週休２日達成判定 ＝

4 月

3 月

工事の完了日

2025年

2025年4月7日 2026年2月20日 工事の始期工事名 〇工事

8 月

9 月

5 月

6 月

7 月

0日/0日

31.984%

月単位での４週８休達成

10 月

3 月

2 月

1 月

2026年

11 月

12 月

79日/247日・休工日（休）の合計が、現場閉所日数となる。･･･①

・作業日（■）と休工日（休）の合計が、対象期間日数となる。･･･②

・右記の現場閉所率は、①／②により計算される。

・現場閉所率は、正確には、

４週８休以上： ８日／２８日＝２８．５７１・・・％以上 のことなので、注意。

着手前確認時・例

対象期間は、空欄でよい。（工事完了後に記入）

施工計画時の対象期間始期は、この場合４月30日となる。

一時中止等、発注者があらかじめ履行の対象外としてい

る期間は空欄とする。（対象期間外となる。

夏季休暇（３日間）、年末年始休暇（６日間）は対象期間

としない。

この期間を作業日とする場合は、その日数分を他の期間

で対象期間外とする。

施工計画時の対象期間完了日は、この場合１月21日となる。

ここが、「月単位での４週８休達成」になってい

ることを確認する。

※通期を希望する場合は「通期での４週８休達

成」となる。

別紙４（参考）



□指示、□承諾、□協議、□提出、☑報告、□通知書 （第　　　回）

工種、細目等

□指示、□承諾 本工事における現場閉所状況が確定したので、報告します。

□協議、□提出 現場閉所状況の確認資料として、休日等取得実績調書を提出

☑報告、□通知 します。

事             項

図面　全　　　　　葉
【工事監督員】  令和　　　年　　月　　日

 上記事項について　□指示、□承諾、□協議、□通知、☑受理　する。
☑特記事項

例１）月単位の４週８休以上の場合
　　提出書類により、現場閉所状況（率）が月単位の４週８休以上であることを確認
　　しました。
　　 当初計上の補正係数と変更ありません。

例２）月単位の４週８休未満の場合
    提出書類により、現場閉所状況（率）を確認しました。
    月単位で４週８休未満のため、特記仕様書に基づき、履行状況に合わせて設計
    変更の手続きを行います。

例３）通期の４週８休以上の場合
    提出書類により、現場閉所状況（率）が通期の４週８休以上であることを確認
　  しました。
    通期の４週８休以上のため、特記仕様書に基づき、設計変更の手続きを行います。

例４）通期の４週８休未満の場合
　　提出書類により、現場閉所（率）を確認しました。
　　通期で４週８休未満のため、特記仕様書に基づき、設計変更の手続きを行います。

■工事内容の変更の対象と ☑しない　例１）の場合

☑する。　ただし、詳細については別途指示する。　例２・３・４）の場合

【受　注　者】 　令和　　　年　　月　　日
上記事項について 　　　　☑了解しました。　　　□承諾願います。

　　　　□協議、□提出、　　 □報告します。
□特記事項

係長 監　督　員 係 監理技術者 主任技術者

（主  旨）
本様式は、工事に必要な指示、承諾、協議等を迅速かつ的確に行うためのものである。

（作成上の注意）
１　該当する□内にレを記入すること。
２　確認欄には、押印又はボールペンでサインすること。

工　事　施　工　協　議　簿

工  事  名

確認欄

課長 現場代理人

添付資料名

別紙 ５

記 載 例 （土木）

【 履 行 確 認 時 】



［　指示　・　承諾　・　協議　・　確認　］

　

記　載　者

例１）月単位の４週８休以上の場合
　　提出書類により、現場閉所状況（率）が月単位の４週８休以上であることを確認

　　しました。

　　 当初計上の補正係数と変更ありません。

例２）月単位の４週８休未満の場合
    提出書類により、現場閉所状況（率）を確認しました。

    月単位で４週８休未満のため、特記仕様書に基づき、履行状況に合わせて設計

    変更の手続きを行います。

例３）通期の４週８休以上の場合
    提出書類により、現場閉所状況（率）が通期の４週８休以上であることを確認

　  しました。

    通期の４週８休以上のため、特記仕様書に基づき、設計変更の手続きを行います。

例４）通期の４週８休未満の場合
　　提出書類により、現場閉所（率）を確認しました。

　　通期で４週８休未満のため、特記仕様書に基づき、設計変更の手続きを行います。

 №

合
　
　
　
意
　
　
　
事
　
　
　
項

監督員

協議簿最終取交し日 令 和 年 月 日 協議簿通し番号

協
　
　
　
議
　
　
　
事
　
　
　
項

現場代理人

します。

現場代理人氏名

協議年月日 令和6年6月8日

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

現場閉所状況の確認資料として、休日等取得実績調書を提出
本工事における現場閉所状況が確定したので、報告します。

受託者

工　　事　　施　　工　　協　　議　　簿

発注者 　課　名

工事名 監督員職氏名

別紙 ５

記 載 例 （営繕）

【 履行確認時 】



休日等取得実績調書
契約工期 対象期間

～ ～

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
計画
実施

曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
計画 ■
実施

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
計画 休 休 休 休 休 ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■
実施 ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ 休 ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ 休
実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ 休 ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ 休

曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
計画 ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休
実施 ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 夏 夏 夏 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
計画 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 ■
実施 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 ■

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
計画 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■
実施 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■

曜日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
計画 ■ ■ ■ 休 ■ 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 休 ■ ■ 休
実施 ■ ■ ■ 休 ■ 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 休 ■ ■ 休

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
計画 休 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ 休 休 ■ ■ 休
実施 休 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ 休 休 ■ ■ 休

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 年 年 年
計画 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休
実施 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休

曜日 年 年 年 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 年 金 土
計画 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 休 ■ ■ ■ ■ ■ 休 ■ 休 休 ■
実施 ■ 休 ■ ■ 休 ■ 休 休 ■

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
計画
実施

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
計画
実施

〔凡例〕　■：作業日　休：休工日　（空白）：対象外期間

計画時チェック

現場閉所率（％） ＝ 現場閉所日数/週休2日確認対象期間

＝

＝

週休２日達成判定 ＝

実施時チェック

現場閉所率（％） ＝ 現場閉所日数/週休2日確認対象期間

＝

＝

週休２日達成判定 ＝

4 月

3 月

工事の完了日

2025年

2025年4月7日 2026年1月30日 工事の始期 2025年5月6日工事名 〇工事

8 月

9 月

5 月

6 月

7 月

72日/232日

31.984%

月単位での４週８休達成

10 月

3 月

2 月

1 月

2026年

11 月

12 月

月単位での４週８休達成

31.034%

79日/247日

2026年1月12日

・休工日（休）の合計が、現場閉所日数となる。･･･①

・作業日（■）と休工日（休）の合計が、対象期間日数となる。･･･②

・右記の現場閉所率は、①／②により計算される。

・現場閉所率は、正確には、

４週８休以上： ８日／２８日＝２８．５７１・・・％以上 のことなので、注意。

実施報告時・例

実施欄の作業日の始期及び完成日と一致してい

実施時の対象期間始期は、この場合５月６日とな

一時中止等、発注者があらかじめ履行の対象外としてい

る期間は空欄とする。（対象期間外）となる。

夏季休暇（３日間）、年末年始休暇（６日間）は対象期間

としない。

この期間を作業日とする場合は、その日数分を他の期間

で対象期間外とする。（実施欄を空欄とする）

この場合は、１月3日に作業を実施したので、その代休を

１月７日に取得した例

実施時の対象期間完了日は、この場合１月12日となる。

ここが、達成状況

別紙５（参考）



1

【土木工事】週休２日工事の経費の補正について

１．補正係数

週休２日を実施する工事については、以下の補正係数を各経費に乗じるものとする。

(1) 現場の閉所状況・休日率

月単位及び通期の４週８休以上

   ・現場閉所率が 28.5％（８日／28 日）以上の場合

   ・交替制の場合は、休日率が 28.5％（８日／28 日）以上の場合

(2) 補正係数

現場閉所 交替制

通期の    

４週８休以上

月単位の

４週８休以上

通期の    

４週８休以上

月単位の   

４週８休以上

労務費 １.０２ １.０４ １.０２ １.０４

機械経費（賃料） １.０２ １.０２ ― ―

共通仮設費率 １.０２ １.０３ ― ―

現場管理費率 １.０３ １.０５ １.０１ １.０３

  ※労務費分が明らかとなっていない単価等については、補正の対象としない。

２ 補正方法

当初予定価格から月単位における４週８休以上を達成した場合の補正係数を各経費に乗じている。な

お、現場閉所及び休日率の達成状況を確認後、月単位の４週８休に満たないものは、通期の週休２日の

補正係数に変更するものとし、通期の４週８休に満たないものについては、補正係数を乗じない。

別紙 ６



2

補正係数一覧 (土木工事)

＜市場単価補正係数一覧＞

名称 区分

補正係数

現場閉所 交替制

通期 月単位 通期 月単位

鉄 筋工 1.02 1.04 1.02 1.04

ガ ス圧接 工 1.02 1.03 1.02 1.03

イ ンター ロッキ ングブ ロック 工 設置 1.01 1.01 1.01 1.01

撤去 1.02 1.04 1.02 1.04

防 護柵設 置工（ ガード レール ） 設置 1.00 1.01 1.00 1.01

撤去 1.02 1.04 1.02 1.04

防 護柵設 置工（ ガード パイプ ） 設置 1.00 1.01 1.00 1.01

撤去 1.02 1.04 1.02 1.04

防 護柵設 置工（横断・転 落防 止柵 ） 設置 1.02 1.04 1.02 1.04

撤去 1.02 1.04 1.02 1.04

防 護柵設 置工（ 落石防 護柵） 1.01 1.01 1.01 1.01

防 護柵設 置工（ 落石防 止網） 1.01 1.02 1.01 1.02

道 路標識 設置工 設置 1.00 1.01 1.00 1.00

撤 去 ・ 移 設 1.02 1.03 1.01 1.03

道 路付属 物設置 工 設置 1.01 1.01 1.01 1.01

撤去 1.02 1.04 1.02 1.04

法 面工 1.01 1.02 1.01 1.02

吹 付枠工 1.01 1.03 1.01 1.03

鉄 筋挿入 工（ロ ックボ ルト工 ） 1.02 1.03 1.01 1.03

道 路植栽 工 植樹 1.02 1.04 1.02 1.04

剪定 1.02 1.04 1.02 1.04

公 園植栽 工 1.02 1.04 1.02 1.04

橋 梁用伸 縮継手 装置設 置工 1.01 1.02 1.01 1.02

橋 梁用埋 設型伸 縮継手 装置設 置工 1.02 1.04 1.02 1.04

橋 面防水 工 1.01 1.01 1.01 1.01

薄 層カラ ー舗装 工 1.00 1.01 1.00 1.01

グ ルービ ング工 1.00 1.01 1.00 1.01

軟 弱地盤 処理工 1.01 1.02 1.01 1.02

コ ンクリ ート表 面処理 工    

（ ウォー タージ ェット 工）
1.01 1.01 1.01 1.01

別紙 ６



3

＜土木工事標準単価補正係数一覧＞

名称 区分

補正係数

現場閉所 交替制

通期 月単位 通期 月単位

区 画線工 1.02 1.04 1.02 1.04

高 視認性 区画線 工 1.02 1.04 1.02 1.04

橋 梁塗装 工 1.01 1.03 1.01 1.03

構 造物と りこわ し工
機械 1.02 1.03 1.01 1.03

人力 1.02 1.04 1.02 1.04

コ ンクリ ートブ ロック 積工 1.02 1.04 1.02 1.03

排 水構造 物工 1.02 1.04 1.02 1.03

鋼 製排水 溝設置 工 1.02 1.04 1.02 1.04

表 面被覆 工（ コ ン ク リ ー ト 保 護 塗 装 ）

固 定足場 1.01 1.02 1.01 1.02

高 所 作 業 車 1.01 1.02 1.01 1.02

表 面含浸 工
固 定足場 1.02 1.04 1.02 1.04

高 所 作 業 車 1.02 1.04 1.02 1.03

連 続繊維 シート 補強工
固 定足場 1.02 1.04 1.02 1.04

高 所 作 業 車 1.02 1.04 1.02 1.03

剥 落防止 工（ア ラミド メッシ ュ）
固 定足場 1.02 1.04 1.02 1.04

高 所 作 業 車 1.02 1.04 1.02 1.03

漏 水対策 材設置 工
固 定足場 1.02 1.04 1.02 1.04

高 所 作 業 車 1.02 1.04 1.02 1.03

防 草シー ト設置 工 1.01 1.03 1.01 1.03

紫 外 線 硬 化 型 FRP シ ー ト 設 置 工

（ ポリエ ステル 樹脂）

固 定足場 1.01 1.02 1.01 1.02

高 所 作 業 車 1.01 1.01 1.01 1.01

塗 膜除去 工 1.02 1.04 1.02 1.04

バ キュー ムブラ スト工 1.01 1.01 1.00 1.01

道 路反射 鏡設置 工
設置 1.00 1.01 1.00 1.01

撤去 1.02 1.04 1.02 1.04

仮 設防護 柵設置 工（ 仮 設 ガ ー ド レ ー ル ） 1.02 1.04 1.02 1.04

機 械式継 手工 1.02 1.04 1.02 1.04

抵 抗板付 鋼製杭 基礎工 1.02 1.03 1.01 1.02

ノ ン コ ー キ ン グ 式 コ ン ク リ ー ト ひ

び 割れ誘 発目地 設置工
1.01 1.01 1.01 1.01

FRP 製 格子状 パネル 設置工 1.00 1.00 1.00 1.00

侵 食防止 用植生 マット 工（養 生マ

ッ ト工）
1.02 1.04 1.02 1.04

支 承金属 溶射工 1.02 1.04 1.02 1.04

耐 圧ポリ エチレ ンリブ 管（ハ ウエ

ル 管）設 置工
1.02 1.03 1.02 1.03
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＜下水道（管路）市場単価補正係数一覧＞

名称 規格・仕様

補正係数

現場閉所       

４週８休以上

交替制        

４週８休以上

通期 月単位 通期 月単位

硬質塩化ビニル管設置工 1.01 1.02 1.01 1.02

リブ付硬質塩化ビニル管設置工 1.01 1.02 1.01 1.02

砂基礎工 人力施工 1.02 1.04 1.02 1.04

砂基礎工 機械施工 1.02 1.04 1.02 1.04

砕石基礎工 人力施工 1.02 1.04 1.02 1.04

砕石基礎工 機械施工 1.02 1.04 1.02 1.04

組立マンホール設置工 1.02 1.03 1.01 1.03

小型マンホール工 1.00 1.01 1.00 1.01

取付管およびます設置工 ます設置工 1.00 1.01 1.00 1.01

取付管およびます設置工 取 付管布 設及び   

支 管取付 工
1.01 1.02 1.01 1.02

別紙 ６
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【営繕工事】週休２日工事の経費の補正について

１ 工事費の積算方法

  週休２日工事において、対象期間における現場閉所（現場休息）の状況に応じて、

「２ 単価の補正方法等」に基づき労務費を補正した複合単価及び市場単価等により、

予定価格のもととなる工事費の積算を行う。

２ 単価の補正方法等

  工事費の積算に用いる単価の補正方法等は以下による。

(1) 複合単価

複合単価の労務単価は、公共工事設計労務単価に以下の補正係数を乗じて補正す

る。

なお、交通誘導警備員の労務単価についても同様に補正する。

① 月単位の週休２日工事（４週８休以上） １.０４

② 通期の週休２日工事（４週８休以上） １.０２

(2) 市場単価、補正市場単価及び物価資料の掲載価格

市場単価と補正市場単価は、上記補正係数から算出した以下の表Ａ、表Ｅ及び表

Ｍの補正率を用いた次の式により補正する。

【新営工事の場合】

・市場単価  × 新営補正率

・補正市場単価 × 新営補正率

【全館無人改修の場合】

・市場単価  × 新営補正率

・補正市場単価 × 新営補正率

【執務並行改修の場合】

・市場単価   × 改修補正率

・補正市場単価 × 改修補正率

物価資料の掲載価格（市場単価以外の材工単価）を採用する場合は、掲載価格を、

以下の表の補正率を用いた以下の式により補正する。

【新営工事、全館無人改修の場合】

・物価資料の掲載価格 × 新営補正率

【執務並行改修の場合】

・物価資料の掲載価格 × 改修補正率

別紙 ７
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補正係数一覧（営繕工事）

＜表Ａ 建築工事の補正率＞

工種 摘要※
月単位の現場閉所     

４週８休以上

通期の現場閉所      

４週８休以上

新営補正率 改修補正率 新営補正率 改修補正率

仮設工事 1.03 1.03 1.01 1.01
土工事 1.02 1.02 1.01 1.01
地業工事 1.02 1.02 1.01 1.01
鉄筋工事 1.03 1.03 1.01 1.01

コンクリート工事 1.03 1.03 1.01 1.01
型枠工事 1.03 1.03 1.01 1.01
鉄骨工事 1.03 1.03 1.02 1.02
既製コンクリート 1.02 1.02 1.01 1.01

防水工事 市場単価 1.02 1.09 1.01 1.08
防水工事（シーリング） 市場単価 1.03 1.16 1.01 1.14
防水工事 物価資料 1.02 1.02 1.01 1.01
石工事 1.02 1.02 1.01 1.01

タイル工事 1.02 1.02 1.01 1.01
木工事 1.02 1.02 1.01 1.01
屋根及びとい 1.02 1.02 1.01 1.01
金属工事 市場単価 1.02 1.10 1.01 1.09

金属工事 物価資料 1.02 1.02 1.01 1.01
左官工事

（仕上塗材仕上）
市場単価 1.03 1.03 1.01 1.01

左官工事

（仕上塗材仕上以外）
市場単価 1.03 1.17 1.01 1.16

左官工事 物価資料 1.03 1.03 1.01 1.01
建具（ガラス） 市場単価 1.02 1.11 1.01 1.10

建具（シーリング） 市場単価 1.03 1.18 1.02 1.16
建具 物価資料 1.02 1.02 1.01 1.01
塗装工事 市場単価 1.03 1.17 1.01 1.15
塗装工事 物価資料 1.03 1.03 1.01 1.01

内外装工事 市場単価 1.03 1.14 1.01 1.13
内外装工事

（ビニル系床材） 市場単価 1.02 1.09 1.01 1.08

内外装工事 物価資料 1.03 1.03 1.01 1.01
内外装工事

（ビニル系床材） 物価資料 1.02 1.02 1.01 1.01

仕上げユニット 1.01 1.01 1.01 1.01

排水工事 1.02 1.02 1.01 1.01
舗装工事 1.01 1.01 1.01 1.01
植栽及び屋上緑化 1.02 1.02 1.01 1.01

※「市場単価」：市場単価及び補正市場単価の補正率を示す。

「物価資料」：物価資料の掲載価格の補正率を示す。

なお、記載がない項目は市場単価、補正市場単価及び物価資料の掲載価格に共通の補正率

を示す。
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＜表Ｅ 電気設備工事の補正率＞

工種 摘要

月 単 位 の 現 場 閉 所     

４ 週８休 以上

通 期 の 現 場 閉 所      

４ 週８休 以上

新営補正率 改修補正率 新営補正率 改修補正率

配管工事

電 線管、 ２種金 属線ぴ 及び同

ボ ックス
1.03 1.21 1.01 1.19

ケ ーブル ラック 1.02 1.17 1.01 1.15

位 置ボッ クス及 び位置 ボック

ス 用ボン ディン グ 1.03 1.20 1.01 1.18

プ ルボッ クス 1.02 1.15 1.01 1.13

プ ルボッ クス用 接地端 子 1.00 1.00 1.00 1.00

防 火区画 貫通処 理ケー ブルラ

ッ ク用（ 壁・床 ）
1.02 1.16 1.01 1.14

防 火区画 貫通処 理金属 管・丸

型 用
1.01 1.06 1.01 1.05

（ 電 動 機 そ の 他 接 続 材 工 事 ）

金 属製可 とう電 線管
1.02 1.17 1.01 1.15

配線工事 600V 絶縁電 線及び 600V 絶縁

ケ ーブル
1.03 1.19 1.01 1.17

接地工事 （接地極工事）銅板式、銅覆鋼棒、

接地極埋設票（金属製）
1.02 1.02 1.01 1.01

＜表Ｍ 機械設備工事の補正率＞

工種 摘要

月 単 位 の 現 場 閉 所      

４ 週８休 以上

通 期 の 現 場 閉 所       

４ 週８休 以上

新営補正率 改修補正率 新営補正率 改修補正率

保温工事 配 管用、 ダクト 用及び

消 音内貼 1.03 1.17 1.01 1.15

ダクト設備 低 圧ダク ト、排 煙ダク

ト 及び低 圧チャ ンバー

類

1.03 1.17 1.01 1.15

ダクト付属品 既 製品ボ ックス 、制気

口 、ダン パー等 の取付

手 間のみ

1.04 1.24 1.02 1.22

衛生器具設備     
(ユ ニ ッ ト を 除 く )

取 付手間 のみ
1.04 1.24 1.02 1.22
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平均休日日数の割合（休日率）の算出シート 【工期：　　　　年　　月　　日　　～　　　　年　　月　　日】

対象期間 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均 対象日 休日 休日率 平均

1 東雲建設 株式会社 住吉　太郎 334 90 27.0% 30 8 26.7% 31 9 29.1% 30 8 26.7% 31 8 25.9% 31 8 25.9% 30 8 26.7% 31 8 25.9% 30 8 26.7% 31 9 29.1% 31 8 25.9% 28 8 28.6% #DIV/0!

2 東雲建設 株式会社 朝日　みどり 334 98 29.4% 30 9 30.0% 31 9 29.1% 30 9 30.0% 31 9 29.1% 31 8 25.9% 30 8 26.7% 31 10 32.3% 30 8 26.7% 31 10 32.3% 31 11 35.5% 28 7 25.0%

3 東雲建設 株式会社 東雲　三郎 334 96 28.8% 30 10 33.4% 31 9 29.1% 30 9 30.0% 31 10 32.3% 31 8 25.9% 30 8 26.7% 31 8 25.9% 30 8 26.7% 31 9 29.1% 31 9 29.1% 28 8 28.6%

4 株式会社 やませみ工業 千代田　北斗 180 54 30.0% 15 4 26.7% 30 10 33.4% 31 10 32.3% 30 8 26.7% 31 10 32.3% 31 9 29.1% 12 3 25.0%

5 株式会社 やませみ工業 若草　幸子 173 49 28.4% 10 4 40.0% 30 9 30.0% 31 8 25.9% 30 6 20.0% 31 9 29.1% 31 9 29.1% 10 4 40.0%

6

7

8

9

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

28.7% #DIV/0!

３月

【 通 期 】の週休2日
２月

29.4%

１月

29.7%

12月

30.0% 29.1%

【 月単位 】の週休2日

７月

29.1%

６月

28.9% 28.7%

８月

28.9% 30.4%

11月

25.4%

10月

28.5%
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氏　　名会　社　名N0. ４月 ５月 ９月

工事実施時 記入例 ※交替制の場合

全ての月ごとの平均休日日数
の割合が28.5％以上の水準で
はない（11月の平均が28.5％
未満）ため、月単位の週休２
日を達成していない。

対象期間内の平均が28.5％以
上のため、通期の週休２日を
達成している。

下請業者の場合は、下請契約
期間内の現場作業開始日から
終了日
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千歳市週休２日工事における工事施工成績評定の取扱いについて

監督員は、工期内における週休２日（４週８休以上）の履行が確認できた場合、工事成

績評定において評価する。

●考査項目別運用表記入例（土木工事）

別紙 ９

□ 休日等をきちんと確保するなど、適切な工程管理が地域への好印象を

与えている。

□ 日曜日や国民の祝日等、休日の確保を行った。
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●考査項目別運用表記入例（営繕工事）

別紙 ９

日曜日や国民の祝日等、休日の確保を行った。

休日等をきちんと確保するなど、適切な工程管理が地域への好印象を与えている。


